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　8月14日（水）から16日（金）の3日間、戸籍の受け付けや証明書の発行など市役所の窓口
業務は通常どおり行います。 
　米原庁舎南隣りの「米原元気ステーション」については、3日間お休みをいただきますので、
母子健康手帳の交付は、健康づくり課（山東庁舎）で行います。みなさんのご理解とご協力をお
願いします。 
 

お盆の 
市役所業務 
ご案内 

私たちのまち　まいばら　には 
青い空と緑にはえる山々 
清流のせせらぎ 
みのり豊かな田園 
母なるめぐみの湖(うみ)がある 
 
まちかどや広場には 
子どもたちの歓声が 
若者たちの歌声が 
軒先からは人々の 
静かな語らいがきこえてくる 
 
遠く海をこえた　かなたにも 
同じ人々のくらしと 
しあわせがある 
 
しかし　今 
地球をおおう核の脅威は 
あらゆる命のいとなみを破壊し 
かけがえのない平和を 
一瞬にして　奪いさろうとしている 
 
私たちは　知っている 
核兵器が 
生きとし生けるもの 
すべてを破滅しつくして 
何も　もたらさないことを 
 
私たちは　知っている 
すべての人間が手をつなぎ 
平和な明日に向かって 
力をよせあうことが 
どんなに大切で 
すばらしいかを 
 
悲惨なヒロシマ　ナガサキの体験から 
核兵器を「持たず　作らず　持ち込ませず」の 
非核三原則を全世界に訴え 
戦争の放棄　恒久の平和を誓った 
平和憲法を 
私たちは　守ります 
 

人々の明日にとって 
子どもたちの笑顔が 
若者たちの明るい未来が 
いきいきとした命のいとなみが 
永遠に続くことを願っている 
 
私たちは　訴えます 
核を持つすべての国々に 
すべての核兵器を　今　すてよ！　と 
 
この市民の声と　願いを 
世界に広く訴えるため 
ここに米原市は 
「非核・平和都市」を宣言する 
 
平成17年6月24日　 
　　　　　　　　　　　　米原市 
 
　市は、平成17年に「非核・平和都市」を宣言し、核兵器

の廃絶と世界の恒久平和を訴えています。 

　広島、長崎に原爆が投下され、今年8月で68年が経過

し、被爆者や戦争体験者の高齢化により、原爆と戦争の

記憶は次第に風化し、忘れ去られようとしています。 

　市では、この宣言を通じて次世代を担う子どもたちに

平和の尊さを提唱していきたいと考えます。この宣言文

をご一読いただき、地域や家庭などで核兵器のない世界

の平和について話し合い、考えてみてください。 

問 総務部 総務課（米原庁舎）   
　 152-1552 552-4447 
 

米原市平和祈念式典 
と     き　8月10日（土）10時から 
ところ　伊吹薬草の里文化センター　ジョイホール 

内　容　 黙祷・宣言文朗読・戦争関連文章の群読 

　平和への願いを広く市民・国内・世界に訴え、戦没者の

慰霊とともに恒久平和のまちづくりを願い開催します。 

　ぜひ、ご来場ください。 

 

再生紙を使用しています。 この市政情報紙「まいばら」は13,400部作成し、１部あたりの単価は 
16円です。（１円未満切り捨て） ※職員の人件費は含まれていません。 植物油インキで印刷しています。 

平成25年7月25日 


